
　
私
た
ち
は

子
ど
も
の

頃
、
い
つ
も

希
望
の
中
に

い
て
明
る
い
光
が
す
ぐ
そ
こ
に

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。
人

生
は
白
紙
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
こ
に
ど
ん
な
絵
で
も
描
き
込

め
る
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し

現
実
は
希
望
が
叶
う
と
は
限
ら

ず
、
そ
ん
な
人
生
と
折
り
合
い

を
つ
け
る
こ
と
を
学
び
、
諦
め

る
こ
と
に
慣
れ
て
ゆ
く
。
そ
う

し
て
大
人
に
な
っ
た
▼
赤
い
風

船
と
い
う
30
分
間
ほ
ど
の
フ
ラ

ン
ス
映
画
が
あ
る
。
主
人
公
の

小
学
生
の
男
の
子
は
赤
い
風
船

を
持
っ
て
学
校
へ
行
こ
う
と
す

る
。
し
か
し
学
校
の
入
口
に
先

生
が
立
っ
て
い
て
、「
そ
ん
な
も

の
は
捨
て
な
さ
い
」
と
注
意
す

る
。
生
徒
は
泣
く
泣
く
風
船
を

空
に
放
つ
。
学
校
は
大
人
に
な

る
こ
と
を
教
え
る
と
こ
ろ
。
赤

い
風
船
は
希
望
の
詰
ま
っ
た
宝

物
。
風
船
を
手
放
す
こ
と
で
人

は
大
人
に
な
る
の
だ
ろ
う
▼
コ

ロ
ナ
感
染
が
蔓
延
す
る
中
、
多

く
の
人
は
諦
め
る
こ
と
に
慣

れ
っ
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
希
望
の
風
船
は
大
人
に

な
っ
て
も
手
放
し
て
は
い
け
な

い
の
で
あ
る
▼
医
療
の
現
場
で

は
、
75
歳
以
上
の
人
口
の
一
定

割
合
で
窓
口
負
担
が
2
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
、デ
ジ
タ
ル
化
や
行
政
に

よ
る
医
療
介
入
の
強
化
な
ど
も

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
感
染
症
拡

大
に
よ
る
病
床
逼
迫
時
に
は
、

一
般
診
療
所
に
も
自
宅
療
養
者

を
支
援
す
る
枠
組
み
が
構
築
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
激
動
の

時
こ
そ
希
望
の
風
船
を
再
び
手

に
し
よ
う
。
私
た
ち
が
手
に
す

る
風
船
は
赤
く
、
真
夏
の
空
は

ど
こ
ま
で
も
青
く
、
希
望
は
青

空
を
突
き
抜
け
る
。 ︵c

le
a
r

︶

　
2
0
2
0
年
度
（
20
年
6
月

〜
21
年
5
月
）
も
会
員
各
位
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
事
故
に
関

す
る
報
告
・
相
談
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
。

　
20
年
度
の
主
な
特
徴
と
し

て
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

医
療
事
故
報
告
件
数
は
例
年
と

比
べ
て
少
な
め
の
23
件
に
留

ま
っ
た
。
②
事
故
報
告
数
の
病

診
比
率
は
、
病
院
と
診
療
所
が

ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
た
。
③
複
数

回
の
医
事
紛
争
を
報
告
す
る
医

療
機
関
も
複
数

あ
っ
た
。
④
解

決
率
に
つ
い
て

は
、
全
事
故
報

告
の
内
98
・
1

％（
過
去
最
高
）

が
解
決
に
至
っ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
高
水
準
を
保
っ
て
い
る

―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
20
年
度
は
、
19
年
度
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
や
む
な
く
延
期
と
し

た
「
転
倒
・
転
落
」
に
関
す
る

医
療
安
全
講
習
会
（
全
2
回
）

を
開
催
し
た
。

　「
転
倒
・
転
落
」
に
関
し
て

は
、
協
会
に
寄
せ
ら
れ
る
医
事

紛
争
の
相
談
の
中
で
も
採
血
時

の
ト
ラ
ブ
ル
と
同
様
に
相
談
件

数
が
多
い
。
院
内
で
「
転
倒
・

転
落
」
が
発
生
す
れ
ば
、
医
療

機
関
側
に
管
理
ミ
ス
が
な
く
と

も
、
患
者
側
は
転
倒
・
転
落
に

よ
り
負
傷
し
た
と
い
う
事
実
の

み
に
注
目
。
医
療
機
関
側
の
責

任
を
追
及
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
協
会
と
し
て
も
解
決
し
が

た
い
事
故
の
一
つ
と
し
て
捉
え

て
い
る
。

　
講
習
会
で
は
、
院
内
で
発
生

し
た
「
転
倒
・
転
落
」
の
具
体

的
な
対
応
や
「
転
倒
・
転
落
」

が
起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
た
上

で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
な
ど

に
つ
い
て
、
医
師
の
視
点
か
ら

だ
け
で
な
く
、
損
害
保
険
会
社

の
視
点
か
ら
も
講
演
し
て
も

ら
っ
た
。

　
5
月
に
開
催
し
た
「
転
倒
・

転
落
」
に
関
す
る
講
習
会
に
つ

い
て
は
、
全
国
で
も
同
じ
よ
う

に
「
転
倒
・
転
落
」
の
対
策
に

苦
慮
し
て
い
る
医
療
機
関
の
状

況
を
鑑
み
、
全
国
の
保
険
医
協

会
・
医
会
の
会
員
に
も
広
く
参

加
を
呼
び
掛
け
た
。
結
果
、
6

0
0
人
を
超
え
る
参
加
申
し
込

み
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺

え
た
。

　
今
年
度
も
、

こ
れ
ま
で
と
同

様
に
会
員
各
位

が
日
々
の
医
療

安
全
（
紛
争
対

応
・
紛
争
予
防
）
に
取
り
組
む

上
で
、
参
考
と
な
る
よ
う
な
講

習
会
等
を
企
画
し
た
い
。
そ
し

て
、
日
常
診
療
に
お
け
る
「
安

全
」
と
「
安
心
」
を
一
層
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
も
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
伴
う
医
療
事
故
の

報
道
を
耳
に
す
る
が
、
今
後
、

医
事
紛
争
に
ま
で
発
展
す
る

ケ
ー
ス
が
出
な
い
か
危
惧
し
て

い
る
。

　
協
会
で
は
、
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

し
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

利
用
し
て
医
療
安
全
の
面
か
ら

可
能
な
限
り
情
報
発
信
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
協
会
は
、
半
世
紀
以
上
も
医

療
安
全
に
取
り
組
ん
で
き
た
全

国
的
に
も
ま
れ
に
み
る
医
療
団

体
で
あ
る
。
医
療
事
故
な
ど
患

者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
協
会
に
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

困
っ
た
時
は
協
会
へ
ご
相
談
を

新型コロナ

ワ
ク
チ
ン
安
定
供
給
を
国
に
求
め
る

国
会
議
員
に
は
事
態
解
明
を
要
請

　
協
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
安
定
供
給
を
求
め
る
要
請

書
を
、
菅
義
偉
内
閣
総
理
大

臣
、
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大

臣
、
河
野
太
郎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
大

臣
に
対
し
、
7
月
1
日
に
提
出

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
京
都
府
と
府
内
市

町
村
は
、
住
民
に
安
心
、
安
全

を
届
け
た
い
と
腐
心
。
京
都
府

医
師
会
や
各
地
区
医
師
会
と
協

議
を
重
ね
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

体
制
の
構
築
に
努
力
を
重
ね
て

き
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

携
わ
る
自
治
体
職
員
も
、
実
際

に
接
種
を
担
う
医
療
者
も
、
人

々
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
休
日
を
返
上
し
た
た
か
い

続
け
て
い
る
。
企
業
、
大
学
な

ど
も
国
か
ら
の
職
域
接
種
の
要

請
に
応
え
、
職
員
や
そ
の
家

族
、
あ
る
い
は
学
生
の
健
康
と

将
来
を
守
り
た
い
と
、
接
種
体

制
に
か
か
る
人
員
確
保
な
ど
に

悩
み
な
が
ら
、
接
種
体
制
を
計

画
し
整
え
つ
つ
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
7
月
よ
り
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
が
大
幅
に
減
少
。

個
別
接
種
を
実
施
し
て
い
る
医

療
機
関
で
は
、
新
規
受
付
を
制

限
す
る
な
ど
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
す
で
に
受

け
付
け
た
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
事
態
に
も
陥
っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
自
民
党
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
と
社
会
保
障
制
度
調

査
会
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
ワ
ク
チ
ン
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
役
員
会

が
、
6
月
29
日
に
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の
市
中
在
庫
を
調
整
し
、

一
部
を
大
規
模
接
種
用
に
充
て

る
こ
と
に
よ
り
、
接
種
を
推
進

す
べ
き
と
の
見
解
で
一
致
し
た

と
報
道
さ
れ
た
。
す
で
に
各
医

療
機
関
な
ど
の
現
場
で
混
乱
が

広
が
っ
て
い
る
中
で
、
さ
ら
に

大
規
模
接
種
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
集
団
接

種
・
個
別
接
種
に
尽
力
し
て
き

た
医
療
者
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
到
底
看
過
で

き
な
い
。

　
要
請
で
は
、
現
場
の
混
乱
状

況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
▽
何

故
ワ
ク
チ
ン
が
需
要
過
多
に

陥
っ
た
の
か
▽
解
決
の
た
め
に

具
体
的
に
都
道
府
県
、
市
町

村
、
医
療
機
関
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
▽
各
医
療
機
関
で
は

患
者
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
い
つ
ご
ろ
に
ど
れ

だ
け
の
供
給
が
あ
る
の
か
▽
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
量
が
不
足
し
、

接
種
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機

関
な
ど
で
混
乱
が
起
こ
っ
て
い

る
中
、
な
ぜ
大
規
模
接
種
を
優

先
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
―

そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
示
す
よ
う
求

め
た
。

　
同
日
に
は
京
都
選
出
国
会
議

員
に
も
要
請
書
を
送
付
。
国
に

対
し
、
要
請
項
目
へ
の
回
答
を

追
求
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
。

　
協
会
は
、
5
月
26
日
に
発
生

し
た
宿
泊
療
養
施
設
入
所
者
の

死
亡
事
例
を
重
く
受
け
止
め
、

7
月
1
日
に
す
べ
て
の
宿
泊
療

養
中
の
陽
性
患
者
に
必
要
充
分

な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
求

め
る
要
請
書
を
京
都
府
に
提
出

し
た
。
要
請
で
は
京
都
府
健
康

福
祉
部
健
康
対
策
課
課
長
の
東

原
勲
氏
と
同
課
感
染
症
対
策
担

当
課
長
補
佐
兼
係
長
の
中
川
卓

也
氏
が
対
応
。
協
会
か
ら
吉
中

丈
志
理
事
が
出
席
し
た
。

　
こ
の
事
例
で
亡
く
な
っ
た
の

は
60
歳
代
男
性
で
基
礎
疾
患
あ

り
の
方
だ
っ
た
。
5
月
20
日
よ

り
宿
泊
療
養
施
設
に
入
所
し
た

が
、
25
日
の
午
後
10
時
過
ぎ
を

最
後
に
連
絡
が
途
絶
え
、
翌
26

日
朝
か
ら
再
三
に
わ
た
る
連
絡

に
も
応
答
が
な
く
、
同
日
午
後

1
時
過
ぎ
に
、
看
護
師
が
訪
室

し
心
肺
停
止
状
態
の
男
性
を
発

見
し
た
、と
い
う
経
過
で
あ
る
。

　
6
月
8
日
の
記
者
会
見
で
京

都
府
知
事
は
、
脈
拍
数
と
Ｓ
ｐ

Ｏ
2
の
数
値
を
誤
認
識
し
た
事

例
と
発
表
。
こ
れ
を
受
け
、
報

道
各
紙
は
「
看
護
師
が
酸
素
飽

和
度
を
読
み
間
違
え
」
と
の
見

出
し
で
報
道
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
報
道
は
看
護
師
個
人
の

資
質
が
原
因
と
の
誤
っ
た
受
け

止
め
を
生
み
だ
し
か
ね
ず
、
こ

と
の
本
質
を
見
誤
ら
せ
る
危
険

な
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
事
例
が
京
都
府
と
医

療
者
に
突
き
付
け
る
課
題
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
具
体
的
対
応
の

改
善
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
も

そ
も
、
2
類
感
染
症
相
当
の
感

染
症
を
受
け
入
れ
る
宿
泊
療
養

施
設
は
、
自
宅
療
養
と
同
様
、

感
染
症
法
で
想
定
し
て
い
な

い
。
原
則
は
入
院
勧
告
・
措
置

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

宿
泊
療
養
施
設
が
必
要
な
の

は
、
国
の
配
置
基
準
に
基
づ
き

準
備
し
て
き
た
指
定
感
染
症
病

床
が
大
き
く
不
足
し
、
一
般
病

床
で
受
け
入
れ
て
も
な
お
不
足

す
る
と
い
う
事
態
に
直
面
し
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
協
会
は
、
病
床
確
保
が
厳
し

い
と
の
認
識
に
立
つ
の
で
あ
れ

ば
、
少
な
く
と
も
宿
泊
療
養
施

設
に
お
け
る
医
療
の
在
り
方
を

根
本
的
に
改
善
す
べ
き
と
指
摘

し
、
▽
宿
泊
療
養
施
設
に
入
所

す
る
陽
性
患
者
の
医
療
が
必
要

陽
性
患
者
に
必
要
充
分
な
医
療
を

宿
泊
療
養
中
の
死
亡
事
例
受
け
府
に
要
請

充
分
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
医
師
の
配
置
を

強
化
す
る
こ
と
▽

チ
ー
ム
で
医
療
活
動

に
従
事
で
き
る
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
▽

急
変
時
等
は
現
場
医

師
の
判
断
で
、
容
体

に
応
じ
た
検
査
へ
の

ア
ク
セ
ス
、
往
診
、

入
院
へ
の
切
り
替
え

等
の
必
要
な
対
応
が

臨
機
応
変
に
行
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
―

な
ど
を
求
め
た
。

副
理
事
長  

林
　
一
資

新
年
度
に
あ
た
っ
て 

医
療
安
全
対
策
部
会

担
当
者
に
要
請
書
を
手
渡
す
吉
中
理
事︵
右
︶
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学
校
健
診
後
の
治
療
調
査�

（
2
面
）

府
内
自
治
体
で
事
業
支
援
広
が
る�

（
3
面
）

医
薬
品
等
添
付
文
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主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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　政府は
2021年６

月18日「
経済財政

運営と改
革の基本

方針202
1	」を閣

議決定。
「かかり

つけ医機
能の強

化・普及
等による

医療機関
の機能分

化・連携
の推進、

更なる包
括払いの

在り方の
検討も含

めた医療
提供

体制の改
革につな

がる診療
報酬の見

直し、診
療所も含

む外来機
能の明確

化・分化
の推進」

を打ち出
しま

した。こ
れに先立

つ５月2
1日に公

表された
財務省・

財政制度
等審議会

の「財政
健全化に

向けた建
議」では

、

説明の中
で「極め

て広く解
釈される

こともあ
ったフリ

ーアクセ
スを、今

後は『必
要な時に

必要な医
療に

アクセス
できる』

という意
味に理解

していく
必要があ

る」と述
べる等、

受診制限
につなが

りかねな
い考

　診療報
酬改定は

、2014年
度以来、

４回連続
して実質

マイナス
改定とな

っていま
す。

　上記の
包括化推

進、フリ
ーアクセ

ス制限を
撤回させ

ることや
、新型コ

ロナウイ
ルス感染

症拡大に
係る

臨時的な
取扱いで

明らかと
なった感

染症対策
の恒常化

も含め、
保険医の

多くが望
むより良

い診療報
酬へ

2021年７
月25日

京都府保
険医協会

の会員の
みなさま

2022年
度診療報

酬改定に
関する要

請書

署名へのご
協力のお

願い
京都府保

険医協会

理事長　
　鈴	木　

　卓

〝
受
診
で
き
な
い
〞

児
童
・
生
徒
は
増
加

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
急
拡
大
が
起

こ
っ
た
結
果
、
前
回
調
査
に
比

べ
て
、
要
受
診
と
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
未
受
診
率
は
、
調
査

対
象
の
歯
科
、
眼
科
、
耳
鼻

科
、
内
科
の
全
科
に
お
い
て
増

加
し
た
。
未
受
診
の
割
合
は
、

歯
科
62・3
％
（
前
回
57
％
）、

眼
科
55
・
4
％
（
前
回
47
・
6

％
）、
視
力
検
査
は
58
・
3
％

（
前
回
56
・
3
％
）、
耳
鼻
科
健

診
は
57
・
4
％
（
前
回
50
・
8

％
）、
聴
力
検
査
41
・
2
％

（
前
回
35
・
0
％
）、内
科
健
診

53
・
6
％
（
前
回
50
・
5
％
）

と
な
り
、
未
受
診
の
児
童
・
生

徒
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る

（
表
1
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴

う
2
0
2
0
年
3
月
4
月
の
全

国
一
斉
休
校
を
受
け
、
学
校
健

診
は
延
期
。
そ
の
後
も
健
診
実

施
に
至
る
ま
で
に
時
間
を
要
し

た
。
加
え
て
、「
受
診
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
」
を
恐
れ

て
、
必
要
な
受
診
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
京
都
府
の
結
果
を
見
る
と
、

未
受
診
の
割
合
は
歯
科
73
・
0

％
、
眼
科
70
・
9
％
、
視
力
検

査
74
・
2
％
、
耳
鼻
科
72
・
6

％
、
聴
力
検
査
57
・
5
％
、
内

科
73
・
0
％
と
な
り
、
い
ず
れ

の
項
目
も
未
受
診
率
は
全
国
平

均
よ
り
高
か
っ
た
（
表
2
）。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

広
が
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
40
・
3
％
の
学
校

が
「
影
響
が
あ
っ
た
」
と
回
答

し
た
。
影
響
事
例
は
、「
肥
満

児
童
・
生
徒
の
増
加
」「
視
力

低
下
」「
保
健
室
登
校
の
増
加
」

「
虫
歯
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の

増
加
」
な
ど
多
数
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
不
登
校
、
授
業
に

欠
席
気
味
、
登
校
を
し
ぶ
る
児

童
・
生
徒
が
多
く
い
る
と
の
声

が
養
護
教
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
学
校
休
校
中
の
運

動
不
足
な
ど
に
起
因
す
る
と
考

え
ら
れ
る
骨
折
な
ど
の
怪
我
の

増
加
、
心
身
に
お
け
る
体
調
不

良
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
た
。
学

校
休
校
中
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
に
費
や
す
時
間
が
増
加

し
た
こ
と
で
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
や
視
力
低
下
と
し
て
影
響
が

出
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
歯
科
で
は
、
全
体
的
に
口

腔
内
の
状
況
が
悪
化
し
、
虫
歯

の
み
で
な
く
歯
垢
の
付
着
や
歯

肉
炎
が
増
加
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。「
コ
ロ
ナ
感
染

が
不
安
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
し
た
受
診
控
え
も
多
く
発
生

し
て
い
た
と
の
報
告
が
寄
せ
ら

れ
た
。

国
・
自
治
体
・
地
域
で

の
積
極
的
な
対
策
を

　
未
受
診
の
背
景
と
し
て
「
健

康
状
態
に
対
す
る
親
の
理
解
不

足
」「
共
働
き
」「
経
済
的
困

難
」「
ひ
と
り
親
家
庭
」「
無
関

心
」
な
ど
が
あ
り
、
健
診
後
の

受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
児
童
・

生
徒
は
家
庭
に
何
ら
か
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
、
前
回

調
査
で
明
ら
か
に
し
た
。
前
述

の
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
中

で
、
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
よ
る
影
響
が
加
わ
り
、

児
童
・
生
徒
を
取
り
巻
く
健
康

状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
児
童
・
生
徒
の
健

全
な
成
長
・
発
達
を
保
障
す
る

上
で
、
必
要
な
受
診
を
促
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
国
・
自
治

体
・
学
校
・
医
療
関
係
者
・
地

域
が
連
携
し
た
積
極
的
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

　
※
「
2
0
2
0
年
学
校
健
診

後
治
療
調
査
」
は
、
全
国
31
都

道
府
県
の
公
立
、
私
立
の
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
特

別
支
援
学
校
を
対
象
に
2
0
2

1
年
2
月
5
日
〜
3
月
31
日
に

か
け
て
行
っ
た
。
調
査
票
を
2

万
3
7
7
4
校
へ
送
付
し
、
4

9
2
3
校（
回
収
率
20
・
7
％
）

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
調
査
結

果
の
詳
細
は
保
団
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
保
団
連
新
聞
6

月
25
日
・
7
月
5
日
号
を
ご
覧

下
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
2
0
2
0

年
度
に
お
い
て
、
医
療
現
場
か
ら
「
休
校
等
の
影
響
で
む

し
歯
の
子
が
増
え
た
」「
視
力
が
低
下
し
た
子
が
増
え
た
」

な
ど
健
康
が
悪
化
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
保
団
連
は
19

年
に
引
き
続
き
「
2
0
2
0
年
度
医
科
歯
科
学
校
健
診
後

治
療
調
査
」
を
実
施
。
こ
の
ほ
ど
結
果
を
ま
と
め
た
。

形
成
外
科
の
基
礎
と
言
え
る
皮
弁
で〝
講
義
〞

形
成
外
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

　
始
め
に
外
科
医
で
お
ら
れ
る

協
会
理
事
長
の
鈴
木
卓
先
生
よ

り
先
生
と
形
成
外
科
と
の
接
点

を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
特
別
講
演
に
お
招
き
し
た
の

は
関
西
、
い
え
、
日
本
の
形
成

外
科
の
創
始
者
で
あ
る
御
歳
90

歳
に
な
ら
れ
た
冨
士
森
良
輔
先

生
で
す
。
京
大
医
学
部
ご
卒
業

後
、
す
ぐ
皮
膚
科
の
病
棟
に
看

護
師
1
人
と
交
換
場
を
与
え
ら

れ
、
形
成
外
科
と
い
う
名
前
す

ら
な
い
時
に
誰
に
も
教
わ
る
こ

と
は
な
く
体
の
表
面
を
正
常
な

綺
麗
な
状
態
に
す
る
外
科
を
始

め
ら
れ
た
の
で
す
。
今
年
か
ら

ご
子
息
の
冨
士
森
英
之
先
生
に

冨
士
森
形
成
外
科
を
委
ね
ら
れ

る
ま
で
、
現
役
で
メ
ス
を
振

る
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
講
演
と
い
う
よ
り
、
講
義

の
内
容
は
形
成
外
科
の
基
礎
と

言
え
る
皮
弁
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
で
し
た
。
ま
ず
は

Ｚ
形
成
術
に
ロ
ン
グ
Ｚ
。
Ｖ－

Ｙ
、
ロ
ン
ボ
イ
ド
、
ハ
ゲ
ド
ロ

ン
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
三
角
。
症

例
を
示
さ
れ
、
ど
ん
な
デ
ザ
イ

ン
に
す
る
か
皆
に
考
え
さ
せ

る
、
そ
し
て
先
生
が
行
っ
た
手

術
を
見
せ
る
。
し
か
し
、
そ
の

手
術
が
必
ず
し
も
正
解
で
は
な

い
。
と
言
っ
て
も
多
分
多
く
の

形
成
外
科
医
も
患
者
も
う
ま
く

行
っ
た
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な

結
果
。
そ
の
完
璧
で
は
な
い
結

果
に
対
し
、
さ
ら
に
ど
う
落
と

し
前
を
つ
け
た
か
修
正
手
術
も

見
せ
て
く
れ
る
。
京
都
に
い
な

が
ら
不
幸
に
も
冨
士
森
先
生
と

手
術
を
し
た
経
験
の
な
い
形
成

外
科
医
は
デ
ザ
イ
ン
を
見
て
全

く
傷
跡
が
な
い
と
こ
ろ
に
大
き

く
メ
ス
を
い
れ
て
よ
い
の
か
と

驚
く
。
そ
ん
な
大
胆
な
こ
と
、

自
分
に
は
全
く
考
え
つ
か
な

か
っ
た
と
驚
嘆
す
る
。
そ
こ
ま

で
皮
膚
が
欠
損
し
て
い
た
ら
皮

弁
な
ど
無
理
。
植
皮
を
し
よ

う
、
と
東
京
の
形
成
外
科
医
な

ら
考
え
る
。
そ
し
た
ら
継
ぎ
接

ぎ
に
な
る
。

　
私
は
幸
せ
な
こ
と
に
医
学
部

卒
業
後
6
年
半
、
べ
っ
た
り
冨

士
森
先
生
に
つ
い
て
回
っ
た
。

手
術
中
も
、
診
療
の
合
間
も
仕

事
の
後
も
、
夜
中
ま
で
ず
っ
と

お
話
を
し
て
下
さ
る
。
ど
う
し

た
ら
綺
麗
に
仕
上
げ
ら
れ
る
の

か
、
常
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か

ら
次
々
発
明
さ
れ
る
。
特
許
も

ず
い
ぶ
ん
お
持
ち
だ
。
い
き
な

り
突
拍
子
も
な
い
話
か
ら
始
ま

る
独
特
の
話
術
。
今
の
ご
時
世

な
ら
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
わ
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
診
療
後
の
夜
に
最

も
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

え
る
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
で
4
人
以
上

の
会
食
禁
止
と
か
7
時
以
降
は

お
酒
も
禁
止
と
か
の
御
達
し
が

出
て
い
る
の
で
懇
親
会
は
あ
り

ま
せ
ん
と
ご
案
内
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
前
日
に
冨
士
森
先
生
か

ら
電
話
が
。
学
会
中
だ
っ
た
の

で
夜
に
な
り
か
け
直
し
た
と
こ

ろ
、
何
と
す
で
に
懇
親
会
を
御

自
分
で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
と
の

こ
と
！　
と
て
も
大
き
な
丸
い

テ
ー
ブ
ル
を
お
隣
同
士
か
な
り

の
間
隔
を
あ
け
て
12
人
で
囲
み

ま
し
た
。

　
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
ワ
イ
ン

や
ビ
ー
ル
を
「
こ
れ
美
味
い

な
」
と
い
っ
て
飲
み
な
が
ら
昔

の
仲
間
か
ら
昔
話
。
新
入
局
員

に
「
論
文
を
一
つ
書
く
よ
り
は

友
達
を
3
人
作
れ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
話
。
全
麻
の
か
か
っ

た
患
者
さ
ん
。「
デ
ザ
イ
ン
し

て
み
」、
と
仰
る
の
で
弟
子
が

デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
、「
切
っ

て
み
」、
と
仰
る
の
で
メ
ス
を

入
れ
フ
ラ
ッ
プ
を
入
れ
替
え
る

と
上
手
く
い
か
な
い
。「
ど
う

す
る
つ
も
り
だ
？
」
と
仰
る
。

そ
し
て
教
え
て
く
れ
な
い
。
1

時
間
も
考
え
な
ん
と
か
落
と
し

前
を
つ
け
る
。
そ
う
や
っ
て
私

た
ち
は
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
自

分
で
考
え
た
か
ら
身
に
つ
く
の

で
す
。

　
京
大
医
学
部
に
入
学
さ
れ
る

前
は
、
坊
ち
ゃ
ん
よ
ろ
し
く
地

元
松
山
で
教
師
を
さ
れ
て
い
た

と
聞
き
ま
す
。
な
る
ほ
ど
。
37

年
間
存
じ
上
げ
て
い
ま
す
が
、

全
く
お
変
わ
り
な
い
。
特
に
運

動
も
さ
れ
な
い
し
お
酒
も
召
し

上
が
る
し
食
養
生
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
な
い
。
毎
晩
就

寝
は
2
時
頃
。
け
れ
ど
相
変
わ

ら
ず
頭
の
回
転
が
早
く
お
話
が

面
白
い
。
背
筋
も
シ
ャ
ン
と
さ

れ
髪
の
毛
も
立
派
に
あ
り
お
肌

も
つ
や
つ
や
。
ど
う
し
た
ら
そ

ん
な
に
お
元
気
に
歳
を
取
れ
る

の
か
と
お
聞
き
す
る
と
、「
私

に
と
っ
て
も
初
め
て
の
90
歳
だ

か
ら
分
か
ら
ん
の
だ
よ
」
と
の

お
返
事
。

 
（
東
山
・
鈴
木 

晴
恵
）

　
形
成
外
科
診
療
内
容
向
上
会
が
6
月
26
日
、
京
都

形
成
外
科
医
会
と
京
都
府
保
険
医
協
会
の
共
催
で
開

催
さ
れ
た
。
少
人
数
の
形
成
外
科
医
会
で
は
珍
し
く

19
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

常
に
正
常
で
綺
麗
な
状
態
保
つ
こ
と
考
え

感染不安で受診控えが増加
保団連  学校健診後の治療を調査

表 1  要受診率・未受診率（全国）

表 2  京都府の状況

2020年調査 2019年調査
要受診率 未受診率 要受診率 未受診率

歯　　科 31.1％ 62.3％ 32.0％ 57.0％
眼　　科 4.6％ 55.4％ 5.1％ 47.6％
視力検査 36.9％ 58.3％ 33.3％ 56.3％
耳 鼻 科 13.5％ 57.4％ 15.7％ 50.8％
聴力検査 1.4％ 41.2％ 1.1％ 35.0％
内　　科 3.7％ 53.6％ 3.6％ 50.5％

2020年調査
要受診率 未受診率

歯　　科 26.5％ 73.0％
眼　　科 6.1％ 70.9％
視力検査 39.4％ 74.2％
耳 鼻 科 13.9％ 72.6％
聴力検査 1.2％ 57.5％
内　　科 4.1％ 73.0％

講
師
の
冨
士
森
氏

日　時  8月7日 （土）  午後 3 時30分 ～ 5 時30分
場　所 京都ホテルオークラ ３階 翠雲（原則ネット参加）
 （京都市中京区河原町御池　☎075-211-5111）

 　  保険請求の留意事項と最近の審査事情
 京都産婦人科医会理事・支払基金京都支部審査委員　井上 卓也 氏
 　  子宮筋腫・子宮内膜症に対する治療法の選択
 京都府立医科大学大学院医学研究科 女性生涯医科学 准教授　森　 泰輔 氏
座　長 京都第二赤十字病院　産婦人科　部長　 藤田 宏行 氏
共　催 京都産婦人科医会、京都府保険医協会、あすか製薬株式会社
※産婦人科医会会員は、産婦人科医会報に同封のFAX用紙にてお申込み下さい。
※産婦人科医会非会員でご参加を希望される場合は、保険医協会事務局までお申込み下さい。

特別講演

解　　説

産婦人科診療内容向上会

　
協
会
で
は
今
回
も
会
員
要
請
署
名
運
動
に
取
り
組
み
、

次
回
2
0
2
2
年
度
改
定
に
対
す
る
会
員
の
声
、
要
求

を
集
約
し
て
、
秋
ま
で
に
関
係
各
所
に
要
請
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
号
に
要
請
署
名
を
同
封
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。

署
名
用
紙
返
送
は
同
封
の
返
信
封
筒
、
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
0
7
5
・
2
1
2
・
0
7
0
7
）に
て
。

22
年
度 

診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
要
請
署
名

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

スマホ、パソコン
からも署名いただ
けます
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ス
タ
ッ
フ
一
丸
で
患
者
さ
ん
に
向
き
合
え
る
よ
う
に

個
別
接
遇
研
修
を
開
催

　
医
療
法
人
そ
が
べ
医
院（
西
京
区
）は
6
月
17
日
、
個

別
接
遇
研
修
を
開
催
。
協
会
よ
り
講
師
と
し
て
㈱
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
谷
洋
子
氏
を
派
遣
し
た
。
当

日
は
、
曽
我
部
俊
介
院
長
を
含
め
13
人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
曽
我
部
院
長
か

ら
、「
今
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
患

者
さ
ん
に
選
ば
れ
る
時
代
。
患

者
さ
ん
に
そ
が
べ
医
院
を
選
ん

で
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
選
び

続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
医
院

を
目
指
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
医
院
の
接
遇
力
を
高
め
た

い
と
常
々
考
え
て
き
た
。
今
日

は
そ
の
た
め
の
研
修
に
な
る
よ

う
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
研
修
を
開
始
し
た
。

　
講
師
の
谷
氏
は
、
研
修
の
目

標
と
し
て
①
無
意
識
を
意
識
に

変
え
る
こ
と
②
人
の
話
を
聞
く

時
は
相
手
の
顔
を
見
る
こ
と
―

を
挙
げ
た
。
次
に
、「
全
員
が

そ
が
べ
医
院
を
良
く
し
た
い
と

い
う
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が

大
事
で
、
一
人
で
も
欠
け
た
ら

実
現
し
な
い
。
意
識
を
変
え
る

と
行
動
が
変
わ
る
。
行
動
を
変

え
ら
れ
る
の
は
自
分
自
身
だ
」

と
述
べ
、
一
人
ひ
と
り
に
研
修

の
心
構
え
を
説
い
た
。

　
今
回
は
接
遇
マ
ナ
ー
の
基
礎

編
と
し
て
、
接
客
と
接
遇
の
違

い
、
接
遇
は
第
一
印
象
で
決
ま

る
こ
と
、
第
一
印
象
を
良
く
す

る
ポ
イ
ン
ト
等
を
実
践
形
式
で

研
修
し
た
。

　
谷
氏
は
、
普
段
、
患
者
さ
ん

に
接
す
る
際
、
無
意
識
に
顔
を

見
な
い
で
あ
い
さ
つ
し
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

接
遇
応
対
の
ポ
イ
ン
ト
は
表

情
、
身
だ
し
な
み
、
態
度
、
あ

い
さ
つ
、
言
葉
遣
い
（
声
）。

こ
れ
ら
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意

識
し
て
接
遇
す
る
と
、
格
段
に

患
者
さ
ん
に
良
い
印
象
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
研
修
で

は
、
声
の
大
き
さ
、
滑
舌
、
お

辞
儀
の
角
度
、
目
線
、
笑
顔
を

意
識
し
た
あ
い
さ
つ
を
練
習
し

た
後
、
3
人
1
グ
ル
ー
プ
で

「
あ
い
さ
つ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

実
施
。
発
表
す
る
グ
ル
ー
プ
と

評
価
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
お
互
い
を
評
価
し
た
。「
表

情
が
硬
い
」「
目
線
が
向
い
て

い
な
い
」「
も
っ
と
笑
顔
に
」

が
こ
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
言
え

な
い
。
谷
氏
は
、「
例
え
ば
、

子
ど
も
は
言
葉
遣
い
、
態
度
、

表
情
の
三
つ
の
要
素
が
揃
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
愛
情

を
感
じ
る
。
患
者
さ
ん
は
ス

タ
ッ
フ
と
も
っ
と
話
を
し
た

い
、
聞
い
て
ほ
し
い
、
わ
か
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
来
院
し
て

い
る
。
子
ど
も
に
伝
え
る
よ
う

に
、
患
者
さ
ん
に
も
伝
わ
る
接

遇
が
肝
要
」
と
解
説
し
た
。

　
加
え
て
、「
ス
タ
ッ
フ
同
士

好
き
嫌
い
が
あ
っ
て
も
、
医
院

と
し
て
皆
が
同
じ
方
向
を
向

き
、
助
け
合
う
こ
と
が
大
事
。

ス
タ
ッ
フ
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
れ

ば
、
患
者
さ
ん
と
も
良
好
な
関

係
が
作
れ
る
。
ま
ず
は
毎
朝
、

気
持
ち
を
こ
め
た
『
お
は
よ

　協会では、経験豊かな接
遇プロの講師派遣を承っ
ている。事前に打ち合わせ
し、医療機関オリジナルの
接遇研修を企画している。
医療機関で活躍していた
だける従業員の育成や医
療機関の接遇力向上の一
助に、ご活用いただきたい。

　
京
都
府
内
の
各
自
治
体
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

す
る
独
自
の
事
業
者
支
援
制
度

と
し
て
、
事
業
収
入
が
一
定
以

上
減
少
し
た
事
業
者
へ
の
給
付

金
や
、
感
染
対
策
に
関
連
す
る

経
費
の
補
助
金
等
を
創
設
し
て

い
る
。
医
療
機
関
も
申
請
で
き

る
支
援
制
度
は
一
覧
表
の
通

り
。
詳
細
は
掲
載
の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
自
治
体
窓
口
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
は
、
い
ず
れ

も
緊
急
事
態
措
置
協
力
金
（
い

わ
ゆ
る
飲
食
店
等
へ
の
支
援
）

の
支
給
対
象
外
と
な
っ
た
事
業

者
を
救
済
す
る
制
度
で
あ
る
。

ま
た
、
国
の
持
続
化
給
付
金
や

一
時
支
援
金
、
月
次
支
援
金
の

申
請
条
件
「
事
業
収
入
が
前
年

ま
た
は
前
々
年
比
50
％
以
上
」

よ
り
も
緩
や
か
な
「
30
％
以
上

減
少
」等
を
条
件
と
し
て
い
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
国
が
支
援
す

べ
き
と
こ
ろ
、
各
自
治
体
は
中

小
企
業
者
等
へ
の
影
響
を
重
く

受
け
止
め
独
自
で
支
援
し
て
い

る
。協
会
は
、医
療
機
関
の
さ
ら

な
る
支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、

各
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考

に
国
へ
要
請
し
て
い
き
た
い
。

新型コロナ事業支援

府内自治体で広がる
医療機関も対象

医療機関が申請できる自治体独自の新型コロナウイルス関連の支援制度をご紹介します。
詳細は、各自治体のホームページでご確認いただくか、各自治体窓口へお問い合わせ下さい。

いま、社会変革に何が必要か ̶コロナ禍を乗り越える変革構想

【共催・問合せ先】  全日本民主医療機関連合会、京都府保険医協会（☎075-212-8877）

Zoomウェビナーで、どなたでも無料で視聴可。事前申し込みが必要です 

反新自由主義の社会・政治変革の現段階
［日　時］ 8月28日（土） 午後２時～４時
［講　義］ 岡﨑祐司・佛教大学教授
 二宮　元・琉球大学教授

［聞き手］ 蓑輪明子・名城大学准教授

等
の
意
見
が
出

さ
れ
、
各
グ

ル
ー
プ
は
何
度

も
挑
戦
し
た
。

　
続
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い

て
理
解
を
深
め

た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
〝
意
思
の
疎

通
〞と〝
情
報
の

共
有
・
伝
達
〞。

情
報
は
伝
え
て

い
て
も
気
持
ち

福祉国家構想研究会　オンライン公開連続講座

第３講座

お申込は
こちらから ➡

第４講座

新自由主義教育改革の現段階と対抗戦略
［日　時］ 9月25日（土） 午後１時30分～４時30分

お申込は
こちらから ➡

う
』
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
て

は
ど
う
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　
最
後
に
曽
我
部
院
長
は
「
ス

タ
ッ
フ
に
は
最
大
限
の
優
し
さ

を
も
っ
て
患
者
さ
ん
に
対
応
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
今

日
は
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と

な
っ
た
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

振
り
返
り
、
一
人
ひ
と
り
が
実

践
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

述
べ
た
。
谷
氏
か
ら
は
、「
医

院
の
接
遇
は
、
院
長
の
接
遇
に

対
す
る
姿
勢
が
一
番
重
要
に
な

る
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
継
続

す
る
た
め
に
、
毎
月
接
遇
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
作
る
、
接
遇
の
担

当
者
を
決
め
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

等
し
て
、
医
院
の
接
遇
力
を
高

め
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
、
2
時
間
の
研

修
を
締
め
く
く
っ
た
。

医療機関オリジナル
の接遇研修のご案内

京丹後市

京丹後市事業継続応援給付金
提出期限：～2021年 7月30日（金）

京丹後市事業継続支援給付金
提出期限：～2021年 8月31日（火）

京丹後市事業所等感染症対策緊急支援補助金
提出期限：～2021年10月29日（金）
お問合せ先：商工観光部 商工振興課　☎ 0772-69-0440 

京丹後市高齢者福祉施設等入所者PCR検査費用補助金
対象期間：2021年 4月 1日（木）～2021年 9月30日（木）
お問合せ先：健康長寿福祉部　長寿福祉課　☎ 0772-69-0330

宮 津 市
宮津市事業継続支援一時支援金
提出期限：～2021年 7月30日（金）
お問合せ先：商工観光課　商工係　☎ 0772-45-1663

福知山市
福知山市緊急事態措置協力金対象外事業者応援給付金
提出期限：～2021年10月31日（日）
お問合せ先：産業観光課　☎ 0773-24-7075

京丹波町

京丹波町新型コロナ対策中小企業等応援補助金
提出期限：～2021年10月15日（金）

京丹波町小規模事業者等コロナ対策給付金
提出期限：～2022年 1月14日（金）
お問合せ先：にぎわい創生課 商工観光室 企業立地推進係　☎ 0771-82-3809

京 都 市
京都市中小企業等再起支援補助金
提出期限：～2021年10月29日（金）
お問合せ先：京都市中小企業等再起支援補助金事務局 ☎ 0570-003-756

八 幡 市
八幡市中小企業者等事業継続支援金
申請期限：～2021年 8月31日（火）　午後 5時まで
お問合せ先：八幡市商工観光課  ☎ 075-983-2853

京田辺市
「新しい生活様式」応援補助金
申請期間：～2021年10月29日（金）
お問合せ先：京田辺市産業振興課　☎ 0774-64-1364

精 華 町

精華町事業者応援給付金
申請期間：～2021年 8月31日（火）

精華町事業再出発支援給付金
申請期間：～2021年 8月31日（火）
お問合せ先：精華町 産業振興課 商工観光係　☎ 0774-95-1903

お
辞
儀
も
参
加
者
相
互
に
確
認

講義内容の詳細は次号以降で
お知らせします
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【要件】
事業収入30％
以上減少

【要件】
事業収入30％
以上減少

【要件】
事業収入30％
以上減少

【要件】
事業収入30％
以上減少

【要件】
事業収入30％以上減少

【要件】
事業収入10％以上減少



◆  万が一、事故やケガ、病気で「就
業不能」状態になったとき入院
中だけでなく、自宅療養でも

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度（所得補償保険）
ご加入の生命保険や医療保険では、先
生自身の入院・治療費は賄えても、医
院の維持・管理費、ご家族の生活費ま
で賄えるでしょうか？
休業補償制度は、先生の所得の範囲内
で補償額を設定できます。
健康に問題のない今こそ、ご加入をご
検討下さい。

医師・医療機関にとっ
て賠償責任への備えは
必須です。保険医協
会の保険は会員のみな
さまからのニーズにお
応えして、多様な補償
をご用意しています。

いつでも
加入・型変更
ができます

保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・医
療従事者を取り巻くリスクに対応できる各種制
度をご用意しています。リスク対策は万全か、
いま一度ご確認下さい。

医療機関のリスクを
まるごとサポート

針刺し事故等への備え、
従業員の福利厚生に
針刺し事故等補償プラン
針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

個人情報漏えい保険
サ イ バ ー 保 険

医療行為・医療施設（建物・設備）
や給食に基づく賠償責任
医師賠償責任保険
産業医・学校医等
嘱託医活動賠償責任保険

2021年４月から 医師賠償責任保険に
300型 （1 事故 3 億円／期間中 9 億円）を新設
高額な賠償請求に備え、保険金額を引き上げました
※Ｃ型（法人診療所）、Ｄ型（法人病院）、Ｅ型（勤務医師）が対象

針刺し事故等への備え、
従業員の福利厚生に
― ２ つのプランをご用意しています―

傷病手当金

傷病手当金

所
得

所
得

病気で入院
仕事復帰

所得補償保険に加入していると・・・

所
得

所
得

所得補償保険

補償は、１年・２年・４年

コースから選べます
病気で入院

仕事復帰

所
得
減
少

所得減少をカバー

介護サービス等に基づく賠償責任
ウ ォ ー ム ハ ー ト
（介護福祉事業者等賠償責任保険）

2 0 2 1 年 (令和 3年) 7 月 2 5 日第 3 1 0 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

所得減少リスクをカバーする
保険として最適です。

Ⓒもへろん

配当金 20.53%（2020年実績）※ 数字は年間保険料に
　対する割合です。

グループ保険

● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入できる保険金額は異なります）。
●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。
●  配偶者は3,000万円まで、 お子様 （ 3 ～22歳） は400万円まで加入できます。
● １年ごとに収支計算を行い、 剰余金が生じた場合は、 配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会 （入会金1,000円） が必要です。

2019年から 掛金が安くなりました。
　　会員の最高保険金額も6,000万円に。

生 命 保 険
※ 毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

特長をわかり
やすく解説し
た動画を臨床・
保険診療 ＴＶ
（会員専用サ
イト）でご覧
いただけます。

火災保険 地震保険

風水害や地震の
備えは万全ですか?
保険料が約5％割安で加入できます

保険医協会の会員が協会集団扱の火災保険にご加入の場合は、一般で加入
するより保険料が約５％割安になります。見積だけでもお気軽にお問い
合わせ下さい。

台風による風水害（風災・水災）や地震による損害は、火災保険や地震保険
（居住用建物※のみ）で補償されます。大雨による浸水等の損害（水災）は
オプション契約での補償となっていることもあるため、現在の契約内容をご
確認下さい。また風水害による休業損害は火災保険の特約をつけることで補
償されます。
※居住用建物： 住居のみに使用される建物、住居と業務使用（事務所・店舗）の

併用住宅

お申し込み・お問い合わせは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

針刺し事故等
補償プラン

針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

●  院長も給付対象者 ! ! 
＊従業員の加入が前提です。

●  手術中の血液飛散による吸入事故も対象 ! !
●  見舞金の給付を受けた後でも、再度の針刺
し事故で別の感染症に感染または発病した
場合も、給付対象!!

●  保険料は確定方式 ! !  
 面倒な精算手続きはございません。 
＊ 保険料は労災保険申請人数で算出します。

〈三井住友海上取扱〉

針刺し事故以外の
ケガにも備えます

針刺し事故に
絞った補償に

1.  被保険者が医療関係の業務に従
事中に生じた偶然な血液暴露事
故を直接の原因として、HBVに
感染後Ｂ型肝炎を発病して治療
を受けた場合、HCV・HIVに感
染した場合に保険金をお支払い

2.  日常生活における急激かつ偶然
な外来の事故によるケガも補償

3.  保険料は団体割引20％を適用
〈損保ジャパン取扱〉

運
転
資
金
の

 

手
数
料
無
料
を
継
続 設備資金、子弟教育資金、自由ローン（使途自由）もあります。いずれ

も低利で斡旋しています。京都府保険医協会までお問い合わせ下さい。

保険医協会は医業経営をさらにバックアップします

協会の制度融資をご活用下さい

新規開業
資金
期　間：20年
限度額：1 億円
斡旋手数料：無 料
（2021年11月委員会決定分まで）

運転資金
期　間：1 年（短期）
 3 年（中期）
 5 年（長期） 以内
限度額：1,000万円
斡旋手数料：無 料
（2021年11月委員会決定分まで）

利率
0.6％

利率
0.3％

京都
銀行
取扱い 金

利
・

手
数
料

優遇キャンペーン
実施中

加入者が新型コロナ
ウイルスに感染し休業した
場合は保険の対象です。

― ２ つのプランをご用意しています―



コ
ロ
ナ
特
例
の
電
話
等
初
診
に
お
け
る
投
薬

入院医療をめぐる現状と問題を明らかにするとともに具体的な対応策を学習・交流するた
めに、下記の日程で「病院・有床診療所セミナー」を開催します。ぜひご参加下さい。
主　催 全国保険医団体連合会（保団連）
日　時 9 月11日（土）午後 6 時30分～ 9 時 
  12日（日）午前10時～午後 3 時
場　所  東京・新宿農協会館およびウェブ（Zoom）
参加費  現 地 参 加　両日参加　　：１人8,000円 

　　　　　　１日のみ参加：１人4,000円
 ウェブ参加　5,000円（参加日に関わらず）
　※ 同一法人2人目以降は－1,000円となります。1人目の徴収は、現地・両日参加を優先。

 9 月11日 （土）午後 6 時30分～ 9 時　全体会
○基調報告 「入院医療をめぐる動きと対策について」（午後 6 時30分～ 7 時）
○記念講演  「民間中小病院、有床診療所の医業承継問題、相続対策～持ち分無し医療法人

移行問題も含めて～（仮題）」（午後 7 時～ 9 時）
 講 師　税理士法人森田事務所　代表社員　税理士　森田 茂伸 氏

 9 月12日 （日）午前10時～正午　全体会
○「意識改革とチーム医療による病院・有床診療所の経営改善（仮題）」
　講 師　松阪市民病院　総合企画室副室長　世古口 務 氏
※ 収益増加の徹底や診療報酬内容の点検による算定漏れチェック等実践的な経営改善方法を自身
の経験からレクチャーする。

 9 月12日 （日）午後 1 時～ 3 時　分科会
○病院分科会・シンポジウム「コロナ禍における病院経営の課題」
※ 日経ヘルスケア副編集長の豊川琢氏が、新型コロナウイルスが医療機関へ与えた影響や補助金制度の活用、今
後の病院経営について講演。さらに3病院からコロナ禍で浮かび上がった課題や運営方針の変化などを報告する。

○有床診分科会「有床診療所としての今後の課題（仮題）」
※ 徳島県医師会会長、全国有床診療所連絡協議会会長の斎藤義郎氏が、有床診療所の今後の課題、
制度面で改善が必要な内容等を解説する。

お申し込みは専用ウェブサイトからお願い致します。インターネットがご使用いた
だけない場合や、ご不明な点は、京都府保険医協会までお問い合わせ下さい。
（☎075-212-8877　申込締切： 9 月 1 日）

保団連 第38回 「病院・有床診療所セミナー」

申
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

申込専用ウェブサイト
は協会ホームページか
らアクセス

　
Ｑ
、
21
年
6
月
4
日
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
際
し
て
の
電
話
や
情
報

通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
等
の

時
限
的
・
特
例
的
な
取
扱
い
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
が
一
部
改
定

さ
れ
た
が
、
何
が
変
わ
っ
た
の

か
。

（
80
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
認
知
症
で
、
右
大
腿

骨
骨
折
後
の
廃
用
症
候
群
の
た

め
Ａ
医
療
機
関
か
ら
本
件
医
療

機
関
に
転
院
と
な
っ
た
。
転
院

か
ら
2
カ
月
程
し
て
、
朝
食
の

た
め
患
者
は
看
護
師
2
人
の
介

助
を
受
け
て
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅

子
へ
移
乗
し
た
。

　
看
護
師
は
オ
ー
バ
ー
テ
ー
ブ

ル
を
患
者
の
前
方
に
固
定
し
た

後
、
病
室
を
離
れ
た
。
病
室
か

ら
出
て
5
分
後
に
、
看
護
師
が

帰
室
す
る
と
、
患
者
は
車
椅
子

か
ら
転
倒
し
て
い
た
。
患
者
は

Spectrum

 beta

（β

）

L
actam

ase

】産
生
の
耐
性

菌
に
感
染
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
。
全
身
麻
酔
下
で
手
術
を
施

行
し
た
が
、
転
院
か
ら
約
1
カ

月
後
に
死
亡
し
た
。
な
お
死
因

等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。

　
遺
族
側
は
、
以
下
の
点
を
医

療
過
誤
と
し
て
、
治
療
費
・
葬

儀
費
名
目
で
賠
償
金
を
請
求
し

た
。
①
入
院
中
の
処
方
薬
の
減

量
・
中
止
に
よ
り
意
識
障
害
が

発
生
し
た
。
②
看
護
師
不
在
の

病
室
で
転
倒
骨
折
し
た
。
③
看

護
師
等
が
お
む
つ
交
換
時
に
手

袋
を
交
換
し
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
感
染
し
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
以

下
の
通
り
②
の
転
倒
に
つ
い
て

の
み
過
誤
を
認
め
た
。

　
①
処
方
薬
の
減
量・中
止
は
、

医
師
の
裁
量
で
間
違
い
は
な

い
。
ま
た
、
減
量
・
中
止
は
患

者
が
Ａ
医
療
機
関
に
転
院
し
た

日
の
み
で
、
1
日
間
で
あ
れ
ば

医
学
・
薬
学
的
に
悪
影
響
が
な

か
っ
た
も
の
と
断
言
で
き
る
。

　
②
看
護
師
は
患
者
が
車
椅
子

に
移
乗
し
た
後
は
、
ベ
ル
ト
を

装
着
し
て
の
抑
制
が
必
要
と
認

識
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
を
怠
っ
た
。

　
③
看
護
師
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
手
袋
を
交
換
し
て
お
り
、
か

疼
痛
を
強
く
訴
え
、
熱
発
し
始

め
た
の
で
、
検
査
が
実
施
さ

れ
、
左
大
腿
骨
転
子
部
骨
折
と

診
断
さ
れ
た
。
医
療
機
関
側
は

患
者
に
手
術
を
勧
め
た
が
、
患

者
側
が
本
件
医
療
機
関
で
の
手

術
を
拒
否
し
た
た
め
、
そ
の
後

Ａ
医
療
機
関
に
転
院
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
患
者

が
Ｅ
Ｓ
Ｂ
Ｌ
【E

xtended 

認
知
症
患
者
か
ら
離
れ
る
際
は
、

必
要
な
抑
制
ベ
ル
ト
の
再
確
認
を

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
144

つ
感
染
経
路
・
時
期
と
も
不
明

で
あ
る
。

　
看
護
師
は
効
率
化
の
た
め
、

手
袋
を
何
重
に
も
手
に
は
め

て
、
患
者
ご
と
に
手
袋
を
一
枚

ず
つ
外
し
て
い
く
方
法
を
採
用

し
て
お
り
、
手
袋
を
外
し
て
素

手
の
ま
ま
で
処
置
し
た
も
の
と

患
者
側
に
誤
解
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
意
識
障
害
は
本

件
医
療
機
関
で
は
発
生
し
て
お

ら
ず
、
Ａ
医
療
機
関
へ
の
転
院

後
に
発
症
。
そ
こ
で
感
染
し
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

6
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
②
の
転
倒
に
つ
い
て
の
み
過

誤
が
認
め
ら
れ
る
。
看
護
師
が

患
者
の
病
室
か
ら
5
分
間
、
離

れ
た
こ
と
自
体
は
明
ら
か
な
過

誤
と
は
言
え
な
い
が
、
抑
制
ベ

ル
ト
を
締
め
な
か
っ
た
こ
と
は

過
誤
と
言
え
、
ベ
ル
ト
を
し
て

い
れ
ば
、
看
護
師
が
不
在
で

も
、
患
者
の
転
倒
は
予
防
で
き

た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
事
例
で
は
医

師
が
遺
族
側
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
、
事
務
局

長
に
対
応
を
一
任
し
て
い
た
様

子
が
窺
わ
れ
た
。
看
護
部
門
に

よ
る
病
棟
管
理
上
で
の
事
故
の

場
合
、
一
概
に
医
師
が
直
接
、

患
者
側
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
説
明
を
す
る
義
務

が
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い

が
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
医
師
の

同
席
な
ど
協
力
が
足
り
な
か
っ

た
可
能
性
は
否
め
な
か
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
と
遺
族
側
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
の
で
、
弁
護
士

が
介
入
し
た
と
こ
ろ
、
ス
ム
ー

ズ
に
示
談
が
成
立
し
た
。

政
策
部
員

 

礒
部 

博
子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
高
齢
者
へ
の
接
種

に
一
定
の
め
ど
が
立
っ
た
た

め
、
現
在
64
歳
以
下
の
ま
ず
は

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
の
予
約

受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
京

都
市
内
で
は
大
き
く
分
け
て
、

三
つ
の
申
込
方
法
が
あ
り
、
①

京
都
府
医
師
会
の
京
あ
ん
し
ん

予
約
シ
ス
テ
ム
②
京
都
市
ポ
ー

の
予
約
可
能
枠
に
直
接
予
約
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か

し
、
現
在
は
少
な
く
な
っ
た
ワ

ク
チ
ン
を
ま
ず
は
2
回
目
接
種

の
方
に
優
先
的
に
接
種
す
る
た

め
、
新
規
の
受
付
は
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
区
ご
と
の
集
団

接
種
で
も
開
催
時
間
を
短
縮
し

た
り
、
新
規
の
予
約
を
一
時
停

止
し
て
い
る
会
場
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ

ク
チ
ン
と
な
る
職
域
接
種
も
、

職
場
や
大
学
か
ら
の
申
請
が
予

想
を
大
幅
に
超
え
た
こ
と
が
原

因
で
、
受
付
を
一
時
停
止
。
申

請
済
み
で
も
い
つ
開
始
で
き
る

の
か
わ
か
ら
な
い
事
業
所
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
政
府
の
見
通
し
の
甘
さ
が
原

因
で
、
自
治
体
、
企
業
、
大
学

が
は
し
ご
を
外
さ
れ
た
形
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
影
響
は
病
院
や

診
療
所
に
も
出
て
お
り
、
設
備

を
整
え
看
護
師
を
増
や
し
て
態

勢
を
強
化
し
て
き
た
現
場
は
憤

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
京
都
市
で
は
7

月
11
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
ま
ん
延
防
止
等
重

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

 

供
給
量
減
の
影
響

タ
ル
サ
イ
ト
と
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
③
か
か
り
つ
け
医
の
あ
る

方
は
直
接
医
療
機
関
へ
―
と
な

る
の
で
す
が
、
7
月
初
め
頃
か

ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
減
の

影
響
に
よ
り
、
7
月
12
日
現

在
、
①
は
6
月
28
日
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
ば
か
り
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
受
付
を
停
止
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
か
か
り
つ

け
医
を
持
た
な
い
若
い
人
に
も

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
予
約

シ
ス
テ
ム
で
、
各
医
療
機
関
が

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
。
予

約
可
能
日
時
の
枠
を
公
表
し
、

希
望
者
は
希
望
す
る
医
療
機
関

点
措
置
が
解
除
さ
れ
た
あ
と
、

夏
の
リ
バ
ウ
ン
ド
防
止
徹
底
期

間
に
入
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　
不
要
不
急
の
帰
省
や
旅
行
は

控
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

し
、
飲
食
店
で
の
営
業
時
間
短

縮
や
酒
類
の
提
供
も
少
し
緩
和

さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
7
月
に
入
り
関
東
地
方
を
中

心
に
猛
威
を
振
る
い
始
め
た
新

型
コ
ロ
ナ
の
変
異
ウ
イ
ル
ス

「
デ
ル
タ
株
」
は
ま
す
ま
す
勢

い
を
ま
す
で
し
ょ
う
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

開
催
さ
れ
る
今
、
も
う
一
度
、

自
分
と
家
族
、
大
切
な
人
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ

と
り
が
感
染
防
止
対
策
の
再
徹

底
を
し
っ
か
り
考
え
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

理
事
会
の
開
催
予
定

　
8
月
は
開
催
予
定
な
し

　
Ａ
、
電
話
や
情
報
通
信
機
器

に
よ
る
初
診
の
場
合
で
あ
っ

て
、
過
去
カ
ル
テ
な
ど
に
よ
り

患
者
の
基
礎
疾
患
の
情
報
が
把

握
で
き
な
い
場
合
、
麻
薬
お
よ

び
向
精
神
薬
と
、
い
わ
ゆ
る
ハ

イ
リ
ス
ク
薬
（
Ｂ
0
0
8
薬
剤

管
理
指
導
料
「
1
」
の
対
象
と

な
る
抗
が
ん
剤
、
不
整
脈
用

剤
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
製
剤
、
糖
尿

病
用
薬
な
ど
）
は
処
方
し
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
、
ハ
イ

リ
ス
ク
薬
に
つ
い
て
、
在
宅
患

者
な
ど
で
、
患
者
の
そ
ば
に
訪

問
看
護
師
が
居
合
わ
せ
て
お

り
、
そ
の
当
該
看
護
師
へ
の
指

示
等
を
通
じ
て
処
方
が
必
要
と

医
師
が
判
断
し
た
場
合
は
、
対

面
診
療
を
含
め
て
必
要
な
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
を
前

提
に
、
ハ
イ
リ
ス
ク
薬
の
う
ち

緊
急
的
に
必
要
な
薬
剤
の
処
方

を
実
施
し
て
差
し
支
え
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
初
診
か
ら
の
麻
薬
お

よ
び
向
精
神
薬
の
投
与
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。
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医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
（（
昭
和

35
年
法
律
第
1
4
5
号
以
下

「
薬
機
法
」）
の
改
正
に
よ
り
、

8
月
1
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
医

薬
品
な
ど
の
製
品
と
一
緒
に
同

梱
さ
れ
て
い
た
紙
の
添
付
文
書

は
原
則
廃
止
さ
れ
、
電
子
的
な

方
法
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
基
本

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。

　
1
日
以
降
は
、
専
用
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
外
箱
の
Ｇ
Ｓ

1
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
（
以
下
：
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

最
新
の
添
付
文
書
や
関
連
文
書

の
情
報
を
確
認
す
る
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
添
付
文
書
だ
け
で

な
く
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
提
供
す
る

無
料
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
登

録
す
る
と
「
緊
急
安
全
性
情

報
」
や
「
使
用
上
の
注
意
の
改

訂
指
示
通
知
」
な
ど
を
い
ち
早

く
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
通
り
紙
媒
体
の
添

付
文
書
情
報
が
必
要
な
場
合

は
、
各
社
の
医
薬
情
報
担
当
者

や
情
報
提
供
窓
口
で
対
応
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
詳
細
資
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
本
紙
3
0
8
9
号
（
新
春
特
集

号
）
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
の
が
ご

縁
で
、
北
海
道
札
幌
市
の
社
会
医

療
法
人
社
団
三
草
会
ク
ラ
ー
ク
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
顧
問
の
岡
本
五
十
雄
医
師
か

ら
『
現
代
医
療
と
ギ
リ
シ
ャ
神

話
』
を
は
じ
め
数
冊
の
ご
著
書
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
書
で
は
、
な
ぜ
医
学
・
医
療

の
象
徴
が
「
蛇
と
杖
な
の
か
」
か

ら
始
ま
り
、
身
体
の
部
位
に
関
連

す
る
言
葉
、
病
名
や
症
状
に
関
連

す
る
言
葉
、
心
理
学
用
語
、
薬
関

係
、
細
菌
に
至
る
ま
で
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
由
来
に
関

連
す
る
も
の
が
集
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
多
神
教
の
特
徴
な
の
か
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
神
様
は
と
て
も
人
間

的
で
す
。
嫉
妬
は
す
る
し
、
嘘
を

つ
く
し
、
騙
し
た
り
諍
い
あ
っ
た

り
。
親
子
、
兄
弟
、
姉
妹
の
間
で

殺
し
合
い
の
悲
劇
も
ま
ま
発
生
し

ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
そ
う
し
た

人
間
的
な
神
様
だ
か
ら
こ
そ
、
魅

私
た
ち
の
身
近
に
溢
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話

手
術
後
す
ぐ
に
政
務
に
臨
ん
だ
ル
イ
14
世

　
前
回
は
ル
イ
14
世
の
た
め
に

痔
瘻
の
手
術
手
技
が
確
立
さ
れ

た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
肝
心
の
ル
イ
14
世
の
手
術
の

状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う

と
、
侍
医
団
や
家
臣
の
多
く
が

見
守
る
中
で
、
麻
酔
な
し
で
手

術
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
王
は

痛
み
に
耐
え
て
手
術
は
無
事
に

終
わ
り
ま
し
た
。
一
貴
族
の
証

言
で
は
、「
王
は
一
言
の
苦
痛

も
不
満
も
言
わ
ず
に
、
雄
々
し

い
戦
士
が
戦
場
に
向
か
う
時
の

よ
う
で
あ
っ
た
」
と
記
録
が

残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
術
後
の
経
過
で
す

が
、
手
術
後
ル
イ
14
世
は
そ
の

日
の
内
に
政
務
を
行
い
、
翌
日

に
は
各
国
の
要
人
と
接
見
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
実
際
に
無
麻
酔
で
手
術
が
で

き
、
政
務
に
戻
れ
る
か
を
検
証

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本

で
も
1
8
2
3
年
に
「
要
術
知

新
」
で
痔
瘻
を
切
開
す
る
痔
漏

刀
の
使
い
方
を
説
明
し
て
い
ま

す
。
現
在
も
メ
ス
な
ど
で
痔
瘻

を
切
開
す
る
手
術
が
あ
り
、
痔

瘻
の
状
態
で
は
無
麻
酔
で
も
手

術
は
可
能
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
術
後
1
日
以
内
の

出
血
が
な
け
れ
ば
、
止
血
術
を

要
す
る
出
血
は
あ
り
ま
せ
ん
。

術
後
や
排
便
時
の
痛
み
も
、

思
っ
た
ほ
ど
で
は
な
く
、
渡
邉

医
院
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
術
後
最
初
の
排
便
か
ら
ほ

と
ん
ど
痛
み
が
な
い
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　
ル
イ
14
世
の
術
後
も
圧
迫
止

血
な
ど
で
出
血
を
抑
え
れ
ば
、

排
便
時
や
術
後
の
痛
み
は
少
な

か
っ
た
は
ず
で
、
政
務
は
可
能

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
痔
瘻
で
悩
ん
で
い
る
患
者
さ

ん
は
、
放
っ
て
お
い
た
ら
ど
ん

ど
ん
痔
瘻
が
悪
く
な
っ
て
複
雑

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
か
、
手
術
を
受
け
る
際
に

ひ
ど
く
痛
む
の
で
は
な
い
か

と
、
と
て
も
心
配
し
て
来
院
さ

れ
ま
す
。

　
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
多
く
の
情
報
を
簡
単
に
集

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
、
情
報
が
溢
れ
、
何
が
正
し

い
情
報
な
の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
に
有
益

な
一
部
分
の
情
報
だ
け
を
選
ん

だ
り
、
恐
ろ
し
さ
だ
け
に
目
を

奪
わ
れ
た
り
し
が
ち
で
す
。

　
実
際
に
来
院
さ
れ
た
患
者
さ

ん
の
中
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
ら
、
す
ご
く
怖
い

こ
と
が
載
っ
て
い
た
と
話
す
人

が
多
い
で
す
。
私
た
ち
医
師
は

正
し
い
情
報
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

本
当
に
情
報
が
正
し
い
の
か
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
さ
て
、
そ
の
後
ル
イ
14
世
に

よ
っ
て
円
形
講
堂
が
建
設
さ

れ
、
外
科
学
の
研
究
や
教
育
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
や
は

り
ル
イ
14
世
は
「
太
陽
王
」

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
海
外
に
行
け

る
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
も
し
将
来
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
宮
殿
に
行
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、「
鏡
の
回
廊
」

の
隣
の
部
屋
、「
牛
の
目
の
サ

ロ
ン
」
で
ル
イ
14
世
は
手
術
を

受
け
た
ん
だ
な
あ
と
想
像
し
て

み
て
下
さ
い
。

医薬品等添付文書が
電子化されます

ら
睡
眠
薬
ヒ
プ
ノ
テ
ィ
ッ
ク
、
海

の
神
ポ
セ
イ
ド
ン
の
息
子
プ
ロ
テ

ウ
ス
か
ら
変
形
菌
で
あ
る
プ
ロ
テ

ウ
ス
菌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま

た
、
本
書
を
読
ん
で
い
る
と
医
療

に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
で
何
気
な

く
使
っ
て
い
る
言
葉
も
ギ
リ
シ
ャ

神
話
由
来
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
冒
頭
の
「
蛇
と

杖
」
は
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
が

持
つ
杖
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
手
に
と
っ
て
い
た

だ
き
た
い
1
冊
で
す
。

 

（
事
務
局
・
二
橋 

芙
紗
子
）

　
牧
畜
の
神
パ
ン
は
、
川
や
森
を

支
配
し
、
羊
を
は
じ
め
と
し
た
家

畜
の
守
護
神
で
、
笛
の
演
奏
が
素

晴
ら
し
く
、
周
り
を
楽
し
ま
せ
る

神
様
で
し
た
。
し
か
し
、
昼
寝
中

に
誰
か
が
物
音
を
立
て
た
り
、
遊

ん
だ
り
し
て
睡
眠
を
妨
げ
る
と
羊

が
荒
れ
狂
う
、
あ
る
い
は
死
ん
で

し
ま
う
ほ
ど
大
暴
れ
し
て
し
ま
う

そ
う
で
す
。
こ
れ
が
あ
ま
り
に
も

恐
ろ
し
く
パ
ニ
ッ
ク
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
狂
気
の
神

リ
ュ
ッ
サ
か
ら
狂
犬
病
（
リ
ッ

サ
）、
眠
り
の
神
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
か

力
的
に
も
映
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
興

味
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
こ
そ
英

雄
ア
キ
レ
ウ
ス
を
由
来
に
ア
キ
レ

ス
腱
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
は
知
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
や

医
療
用
語
と
こ
こ
ま
で
関
連
深
い

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
本
書

で
は
そ
の
内
容
が
軽
快
な
文
章
で

解
説
さ
れ
て
い
て
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
入
門
編
に
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　
私
が
特
に
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
森
の
妖
精
・
エ
コ
ー
が
全
知

全
能
神
ゼ
ウ
ス
の
妻
で
あ
る
女
神

ヘ
ラ
の
怒
り
を
買
い
、
自
分
か
ら

発
す
る
言
葉
を
奪
わ
れ
、
他
人
の

言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
し
か
で
き

な
く
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
ヘ

ル
メ
ス
と
妖
精
の
間
に
生
ま
れ
た

牧
畜
の
神
パ
ン
が
パ
ニ
ッ
ク
や
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
語
源
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
。

詳細は
こちら
から

『現代医療とギリシャ神話』
岡本 五十雄 著

2017年12月23日 発行
中西出版

1,980円（税込）

8 月のレセプト受取・締切
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金・国
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（※）
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（日）

９日
（月・休）
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（火）
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○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切
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請求
電子記録
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肛
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徒
然
日
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簑
和
田
武
次
氏
（
享
年
88
、

中
京
西
部
）
6
月
21
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
協
会
理
事
：
1
9
8
3
年
〜

1
9
8
4
年 訃

　
報

生き生きと保険医が働くために
～コロナ禍を乗り越えて～

日　時 9月19日 （日） 午後 5 時30分～ 7 時45分
 9月20日 （月・祝） 午前10時～午後 4 時
場　所 長良川国際会議場、都ホテル岐阜長良川
午後 5 時45分～  全国共同調査結果発表

「開業医師・歯科医師の働き方・健康調査」
午後 6 時10分～  企画①記念講演

「超高額薬価対策としてのアカデミアの役割」
講 師　小島 勢二 氏
（名古屋大学名誉教授、名古屋小児がん基金理事長）

午後 7 時～  企画②対談
「すべての子どもたちに平等な医療と明るい未来を」

 竹下 景子 氏（俳優）×小島 勢二 氏
オンデマンド配信 分科会ポスターセッション ※現地での口演と質疑応答はなし
シンポジウム
午前10時～ ①「生き生きと働く工夫～夢と希望のある医療（医科）」
午前10時～ ②「生き生きと働く工夫～夢と希望のある医療（歯科）」
午後 1 時30分～ ③「コロナの先に見える日本」

第36回保団連　医療研究フォーラム
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参加申込は京都府保険医協会まで（第一次締切 8 月31日（火））

現地参加 医師・歯科医師 8,000円／コ・メディカル、 コ・デンタル 2,000円
オンライン参加 医師・歯科医師 4,000円／コ・メディカル、 コ・デンタル 無料
その他 夕食弁当代（9/19）2,000円（税込）
 昼食弁当代（9/20）2,000円（税込）
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